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滝鼻卓雄理事長 すべての国民が注目する自

民党総裁選の候補者による討論会が、いまか

ら日本記者クラブの主催で始まろうとしてお

ります。候補者は皆さまよくご存じの安倍官

房長官、谷垣財務大臣、麻生外務大臣のお三

方でございます。ナショナル・プレスクラブ

の役割を果たしております日本記者クラブと

いたしましては、これ以上のゲストスピーカ

ーはいま日本にはいらっしゃいません。日本

記者クラブを代表して、こうした機会をつく

っていただいたことに心から感謝申しあげま

す。許された時間の中で、日本の将来につい

て、国民に対してはっきりとわかるような熱

い論議が展開されることを、心から期待申し

あげまして私のご挨拶といたします。 

 

総合司会（川戸恵子企画委員） それでは、

きょうの討論会の進行を簡単に説明させてい

ただきます。１部と２部に分け、２部構成で

行います。全体で２時間です。途中の休憩時

間はございません。 

 第１部は候補の皆さんによる主張と討論で

す。企画委員の影山日出夫が司会をつとめます。 

 第２部では、会場の皆さんから寄せられた

質問にもとづき、クラブの企画委員が各候補

に代表質問いたします。それでは影山さんお

願いします。 

 

第 １ 部 

 

第１部司会（影山日出夫企画委員） まず総

理・総裁になったらどんな国、どんな社会を

目指すのか。その前提として、この５年間の

小泉政治をどう総括するのか。その辺のお考

えをお一人２分間にまとめてお話しいただき

たいと思います。 

 皆さんの前にありますランプが１０秒前か

ら点滅しまして、２分たちますとついたまま

になりますので、時間厳守ということでお願

いしたいと思います。発言は、届け出順に、

安倍さん、谷垣さん、麻生さんという順番に

させていただきます。では、安倍さんからお

願いいたします。 

 

安倍候補 約５年前に小泉政権が誕生しまし

た。日本の人口も減っていく局面に入ってい

く、あるいはまたグローバル化が進む経済の

中で、世界での競争に勝ち残られなければ日

本も生き残っていくことができない。そうい

う状況の中で、構造改革をしなければならな

い、その強い意志を持って、この５年、構造

改革に取り組んできました。 

 その結果、マイナス０.８％であった経済成

長も、プラス３.２％になり、山ほどあった銀

行の不良債権も正常化しました。株価も上が

った。失業率も下がってきました。構造改革

を行って、そして成長し、経済に活力を取り

戻したという意味において、大きな成果があ

った。こう考えています。 

 私は、日本がこの先、未来に向かって成長

し続けるエネルギーを持ち続けなければなら

ないと考えています。成長していかなければ、

少子化対策、あるいはまた年金等の社会保障

に対応することもできません。財政の再建も

できない。世界においてリーダーシップを発

揮していくこともできないと思います。 

 人口減少局面においての成長はなかなか難

しい課題であります。が、しっかりと人材を

育成し、そしてまたイノベーションによって

生産性を高めていく。あるいはまた国を、社

会を、経済をしっかりと開いていく。オープ

ンな国にしていくことによって、世界からの

投資をふやし、人材を日本に引き込む。さら

には国同士開いていくことによって、アジア

の成長を日本の成長に取り込んでいきたい。

このように思います。 

 しっかりとこうしたことを実行し、世界の

国々から尊敬され、日本に生まれたことを誇

りに思える、美しい国日本をつくっていきた

いと思います。 

 

司会 ありがとうございました。では、谷垣

さんお願いします。 

 

谷垣候補 私は、いまの我が国に対して３つ

の懸念とそれに対する決意、これを抱いてお

ります。 

 第一は、アジア外交の建て直しということ

です。首脳同士がなかなか会えない隣国関係

というのは、私は異常だと思っておりまして、

これを一刻も早く直して、いわばアジアホッ

トラインというものを構築する必要がある。

これが第一点です。 

 第二点は「シャッター通り」という言葉が
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ございますが、地域の実情、それから地域の

本音に正面から対応して、それぞれの地方の

活力をどう引き出していくか。これに真剣に

取り組まなければいけない。 

 それから３点目は、つけを子供たちや孫た

ちに先送りするのはやめようということ。社

会保障、あるいは財政の建て直しに真剣に、

逃げずに取り組もうということであります。 

 私は以上３点に対して、全力で取り組むつ

もりでございます。 

 小泉内閣５年半でございますが、過去の成

功体験、その成功体験の上につくられた既得

権でがんじがらめになっていた日本のシステ

ムを、小泉さんは思い切って壊されました。

そのことによって、ようやく風通しがよくな

ってきたという面が確かにあるわけです。 

 そうしますと、その次の課題は破壊の後の

創造です。次期政権の課題は、これをはっき

り示して、国民とともに新しい日本の形をつ

くっていくことではないだろうか。このよう

に思います。 

 それは何かということになりますと、勝ち

組、負け組というような言葉に象徴される弱

肉強食の社会であってはならない。お互い、

家庭のきずな、地域社会のきずなで支え合い

ながら、国と国民は信頼のきずなで結ばれて

いる。そういう活力と信頼の日本を目指して

いくべきだと考えております。 

 

司会 では、麻生さん、お願いします。 

 

麻生候補 基本的には、豊かさを実感できる

社会、これを目指したいと思っております。 

 １９９０年以降、失われた１０年、いろいろ

な表現がありますが、日本中を閉塞感が覆っ

ていたと思います。２００１年４月２６日の小

泉内閣発足以来、５年５カ月、間違いなく多

くのいわゆる閉塞感、重くのしかかっていた

閉塞感が打ち破られたということは確かだと

思います。 

 しかし、改革には常に改善と改悪が伴うの

はある程度やむを得ません。したがって、成

功した部分でない部分、よくいわれる勝ち

組・負け組、地域間格差、いろいろあります。

個人の格差は、ある程度本人の能力、努力、

運、不運といろいろありますから、ある程度

やむを得ないと存じます。しかし、地域にお

いて格差がついたという問題。いまの時代が

工業化社会から情報化社会に変わりつつある

中において、デジタルデバイドに代表される

言葉のように、いろいろ地域の社会資本の整

備がきちんとしていないがために起きている

地域間格差というものは、是正されてしかる

べきです。 

 そういうものにいかに対応していくか。と

いうことを考えていった場合、我々は中央対

地方ということではなく、全体が一緒になっ

てやっていく、力を合わせてやっていく、そ

ういった姿勢というものが日本に最も求めら

れており、それが次の自由民主党総裁に求め

られている仕事だと思います。 

 

司会 どうもありがとうございました。では、

続きまして、候補者同士の討論に移りたいと

思います。この進め方については、あらかじ

め候補者の皆さんにお伝えしてありますけれ

ども、テーマは２つです。「将来不安をどう解

消するか」と「外交・安全保障政策をどう進

めるか」です。 

 お一人の持ち時間は、１つのテーマについ

て７分ずつということにしております。その

７分の時間の枠内で、相手を指名して、論戦

を仕掛けていただきたいということです。指

名する相手は１人でも２人でも結構です。ご

自分の主張と、相手に対する質問、それに対

する反論ということの繰り返しで、テンポよ

く進めていただければと思います。 

 特に、質問を受けて答えるときのお願いで

すけれども、お答えの時間も相手の７分間の

持ち時間の中にカウントされますので、お答

えはできるだけ簡潔にしていただいて、全体

として話がうまく回っていくようにやってい

ただきたいと思います。 

 前にありますランプが、３０秒前になりま

したら、点滅を始めます。７分を過ぎるとつ

いたままになりますので、そこでうまく話を

まとめていただきたいと思います。 

 まず初めに「将来不安をどう解消するか」

ということですが、どこに話を絞るかについ

てはお任せいたしますけれども、例えば格差

社会、社会保障、少子化、財政再建といった

問題を意識しながら討論をしていただければ

と思います。 

 これは、先ほどと一つずらしまして、谷垣

さん、麻生さん、安倍さんという順番でやっ
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ていきたいと思います。では、まず谷垣さん

から７分間の枠内でお願いいたします。 

 

谷垣候補 将来不安はいろいろありますが、

多くの方に何が不安かというのを聞きますと、

社会保障の将来が持続可能かというお答えが

多いと思います。これは煎じ詰めれば社会保

障を支える財布といいますか、財政の問題と

コインの裏表ということだと思うんです。日

本が抱えておりますのは、国、地方合わせて

８００兆近くなっている長期債務残高という

のが一つあります。 

 それからもう一つ、社会保障というものは、

高齢化が進んできて、毎年１兆円近く自然増

がある。どんどんふえ続けていく心配という

のがあるわけです。私は、社会保障に関して、

消費税を目的税化するということを前提とし

て、消費税５％をさらに上乗せして、１０％は

必要だと主張しています。それによって社会

保障をしっかり支えていくということを申し

あげているわけです。 

 安倍官房長官にうかがいます。この間、内

閣でつくりました骨太の方針の中で、歳出・

歳入一体改革ということで、中間的な結論を

出しました。平成１８年度末、つまり来年３

月ですが、それを目途に歳入面、つまり税制

改革についても議論をするということになっ

ております。 

 それからもう一つ。基礎年金の国庫負担割

合。これは法律の上でも、平成１９年度を目

途に税制改正をして、平成２１年度から３分

の１から２分の１にもっていくとなっている

わけです。その点をどう対応されるのかとい

うことをうかがいたい。 

 

安倍候補 いま後半でおっしゃった２００９

年に基礎年金部分の国庫負担を３分の１から

２分の１に引きあげていく、これで２．５兆円

から２.９兆円ぐらい必要だといわれていま

す。この財源は当然考えていく必要があるん

だろうと思います。 

 そしてまた、さらには地域、地方の税の充

実をどう考えていくか。あるいは少子化対策

をどうしていくか。他方、国際競争力をどう

維持をしていくか等々を含めたいわば税の抜

本的な改革について、来年の秋からしっかり

と議論をする必要がある。こう考えています。 

 前半の部分でありますが、いわば財政の再

建ということも含めて、我々は２０１１年にプ

ライマリーバランスを黒字化するという目標

を立てていました。１６．４兆円ですか、その

対応額の中で、まずはとにかく歳出の削減を

しっかりとやっていく。それがまず先なんだ

ろう。このように考えています。そして、そ

の上で足らない分について、消費税も含めて

どうしていくのかという議論をする必要があ

る。こう思います。 

 そうしたことも含めまして、今年度の税の

決算は大体来年の７月ぐらいまでわかってく

るんだろうと思いますし、また今年行いまし

た医療制度の改革の効果がどの程度あるかと

いうことも７月にわかってくる。そういうこ

とも参考にしながら、来年の暮れにしっかり

とした税の議論をしていくべきだと思ってお

ります。 

 

谷垣候補 来年の秋の議論だと官房長官はお

っしゃいましたけれども、税をどうしていく

かというのが、多分民主政治の根本なんだろ

うと思うんですね。それで、総裁選の中でも、

それはきちっと議論するべきじゃないかと思

っております。なぜ来年の秋なのかというこ

とです。 

 既にいろんな議論の整理がありまして、平

成１９年度を目途に抜本改正をやろうと、こ

れは法律にも書いてある。そういう中で、い

まのお話はやや先送りの議論ではないかなと

いう気がするわけです。 

 それからもう一つ。これは今度麻生さんに

うかがいます。大量の国債残高を抱えている

わけです。それから貯蓄率も低下している。

団塊の世代が定年を迎え、これから年金世代

に入ってくる。それから、金利も世界的に、

アメリカもヨーロッパもだんだん上昇局面に

入っている。日本もおそらくそうでしょう。 

 そうしますと、ＧＤＰ比国債残高の引き下

げ案というのを、ある程度持っていませんと、

国民の不安も解消しない。あるいは、国際的

な日本の信任というのにもかかわってくるの

ではないかと思いますが、このための方策を

どうお考えでしょうか。 

 

麻生候補 私は、基本的には財政再建原理主

義者ではありません。財政というのは大事な

ものです。しかし、いま、おかげさまで経済

はやっと景気を回復し、企業はその意識を取
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り戻しつつある。そういう状況になっており

ます。 

 したがって、いま、ここで安易に消費税を

上げるということによって、どういうような

影響が出るかを考えるべきだと思います。あ

あ、上がるならそこそこで大丈夫と、歳出削

減に緊張感が薄れる点が一つ。 

 もう一つ。かつて１９９８年に９兆円の増税

をやった結果、どのようなことが起きたか。

増収どころか減収になったという教訓から、

我々は学んでおかねばならぬと思います。 

 いま税収の伸びが４兆、５兆というように

上振れしている状況で、消費税率１０％をいつ

いつからやるというのをいま決める必要が果

たしてあるのだろうか。基本的にそう思って

います。 

 

谷垣候補 そうしますと、どういう経済状態

が実現すれば、あるいは、いつまで待てば税

の論議、財源の議論が可能になるのだろうか。 

 

麻生候補 税収の伸びが５兆円という状況が

来年も続く。私はことしも５兆ぐらいいくと

思います。そういう状況が出て、これの伸び

がそろそろ限度だな、また歳出を切るという

のがどれくらいできるかを見たうえからでも

遅くない。私は基本的にそう思っています。

そのときまでにまだ数年あるんじゃないでし

ょうか。 

 

谷垣候補 法人税を考えますと、バブルの最

中の規模にだんだん近くなっていきますから、

これからさらに何兆もどんどん伸びていくと

いうのは、非現実的な想定だと考えているわ

けです。 

 

司会 それでは、続いて麻生さん、７分間を

お使いください。指名された方のお答えは、

できるだけ簡潔にお願いいたします。 

 

麻生候補 この５年の間に随分世の中は変わ

った。その前からですが、二極構造が一極構

造になったり、工業化社会が情報化社会にな

ったり。インフレがデフレになったり、また

少子高齢化、未曽有のことが起きたり、この

１５年間ぐらいの間に多くのことがまとめて

起きた。そういう状況に対応するために、我々

はその対応に迅速だったろうか。適切だった

かといわれると、いろいろ反省をせねばなら

ぬところも多々あろうと思います。 

 しかし、この５年５カ月の間、小泉純一郎

という、少なくとも歴代自民党総裁の中では

希有な人、ご自分で奇人変人と自称しておら

れますから間違いないと思いますが、その下

で多くの改革は実行に移されたことは確かで

す。 

 しかし、いまあるものを壊せば、壊された

方は痛みを伴ったうえ、次の家が見えてこな

いと不安を抱くのは当然です。不満はエネル

ギーになります。しかし、不安はエネルギー

にならない。私はそう思います。 

 したがって、この問題を解消するために、

我々はそれを補っていくために、どうしても

この新しい時代に合わせて、経済成長という

ものをもう一回改めて考え直してしかるべき

ではないでしょうか。 

 デフレが長く続いたために、何となく経済

成長はもうないかのごとき話は間違っている

と思います。経済成長は、ＩＴの活用、情報

技術等々の進歩によって、我々はその対応が

十分にできつつある。かつてのいわゆる重工

業といわれたものもみな立ち直ってきつつあ

る。重厚長大はいま決してマイナス成長では

ありません。 

 ７５％を占める三次産業の中において、Ｉ

Ｔ、情報通信技術というものを使っていると

ころはまだ少ない。そういった企業に技術が

広まっていく。そういうものの中から、新た

な経済成長が生み出せる。その経済成長の生

み出す果実によって、財政再建の芽が出てき

てみたり、地域間格差を直していくためのい

ろいろな手当てが生める。そういうものが結

果として経済を伸ばし、結果として税収がふ

える。その結果、いろいろなところに手間が

かけられるようになるというのが順番だと思

います。 

 

司会 麻生さん、論戦を仕掛けてください。 

 

麻生候補 いえいえ、これが論点。まだ時間

があるでしょう。 

 ここが一番の問題なのです。ここの考え方

が一番の違いなんだと思うんです。何となく

消費税によってこの機運を中折れさせるかの
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ごとき話が出てくるのは、いまじゃないんじ

ゃないですか。もうちょっと時間をみてから

じゃないんですかといいたい。まだだれも、

いつの時代にこれだけとかあとどれぐらい伸

びるかを予測した人はいませんから、ぜひそ

の点をどのようにお考えかを谷垣さんにうか

がいたい。 

 

谷垣候補 成長を重視しなきゃならないとい

うのは、私もその通りだと思います。小泉内

閣でも、例えば科学技術予算というのは、そ

れなりに配慮して、かなり伸ばしてきました

し、それは今後もそういう必要があると思い

ます。 

 税におきましても、法人税でＩＴ減税とか、

あるいは設備投資減税等々を行ってきたのも

そういうことですね。 

 それから、やはり人材をどうつくっていく

かということは基本的なことだろうと思いま

す。やはり基礎学力をしっかりさせていくこ

と。それから、大学の競争力なんかをつけて

いくということも必要だろうと思います。 

 しかし、小泉内閣以来、どういうことで経

済成長をはかってきたかということを考えま

すと、やはり金利の安い金を提供していくと

いうのが経済成長の大きなエネルギーになっ

たということは間違いない。それが日本だけ

ではなくて、国際的にも比較的うまくいって

きたのは、世界中で金利の安い金を潤沢に発

展途上国にも提供できたということがあると

思います。 

 小泉内閣のもとでは、１０年後を見据えて

プライマリーバランスの回復を求めてきたわ

けですが、今後さらに新しい目標をつくって、

日本が財政に対する信用を確保するというの

も、経済が安定して発展していくための条件

だと思います。 

 

麻生候補 企業が、いわゆる売上の最大化よ

りも債務の最小化、すなわち売上より借金返

済を優先した結果、企業は金利がゼロでも、

金を借りて設備投資をするということをしな

かった。そんなことを前提にして経済学の本

が書かれたことは、過去一回もありません。

そういう状態が日本に起きたんです。それに

いかに対応していくかというのが、これまで

の最大の問題だったと思います。結果として、

企業は年間５０兆借りていたお金の返済方針

を優先して、結果として２５兆の返済を優先

することになった。大きなデフレ圧力という

ものがかかったのを、政府がお金を借りるこ

とによって、おかげで結果としてデフレ恐慌

というような、１９２０年代後半のようなこと

にならなかった。多分、後世、経済はこれを

歴史として評価することになる。我々はそれ

を意図したわけではないけれども、それが結

果論として出てきたというのが、これまでだ

ったのではないかと思います。ですから私は

いま、その点に関係していわせていただけれ

ば、いまは経済を後押ししてやる、成長を後

押ししてやる時期なんだと思っている。 

 先延ばしするつもりはありません。しかし、

それが現実だと思います。 

 安倍先生に対する質問の時間はあと８秒に

なったので、これでやめさせていただきます。 

 

司会 それでは最後に安倍さん、お願いいた

します。 

 

安倍候補 それでは、私は先ほどの議論の続

きをさせていただきたいと思います。 

 谷垣さんは２０１０年度の中ごろまでに１０％

に消費税を上げていくということであります。

しかし私は、いま、その消費税をいうことが

本当に正直なのか疑問に思っています。一体、

上げた結果の財源を何に充てていく必要があ

るのかどうか。それまで、果たしてもっと歳

出削減の努力をしなくていいのかどうか。 

 つまり、それはいまの政府の規模のまま、

伸ばしていった対応なのではないか。先に申

しあげました１６．４兆円にしても、さらに、

例えば社会保障制度の改革、医療制度の改革、

まだ私はやるべきことはあるんだろうと思い

ます。例えば、終末期医療がいまのままでい

いのかどうか。あるいはまたジェネリック品

といわれている医薬品の評価がいまのままで

いいのかどうか。薬に対する給付をもう少し

合理的に下げていくことができないだろうか。

まだまだやるべきことはある。 

 レセプトの電子化、カルテの電子化等は進

んでいない。これをしっかりと進めていくこ

とによって、もっと効率化を果たすことはで

きないのか。いまから、いくら税収が入って

きますよ、それを社会保障の分野に入れてい

く、ということになって、それでそうした努

力が果たしてなされるかということを、私は
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基本的に疑問に思っています。まだまだやる

べきことをきっちりとやっていくべきです。 

 考えていけば、いま思いつかないものもあ

るかもしれない。社会保障の給付についてい

えば、５年ぐらい前は、２０２５年、１７０兆

円給付が必要だといわれてきました。累次の

改革によって、１７０兆円が１５０兆円になり、

いまは何と１４１兆円まで下がってきたでは

ないですか。 

 給付の質を下げずに、さらに合理化する努

力が必要ではないか。社会保険庁は１万人減

らすといっていますが、もっと減らすことは

できないのかどうか。もっと真剣に考えてみ

る必要があると私は思います。 

 そういう前提を抜きに、果たして消費税を

上げるということが、本当にいま正直な議論

なのかどうか。私は消費税から決して逃げる

つもりはありませんが、消費税に逃げ込むつ

もりもないということも申しあげておきたい

と思います。この点について、谷垣大臣のご

見解をうかがいたいと思います。 

 

谷垣候補 歳出削減が必要だというのは、私

もそのとおりだと思います。これはこの間や

りました骨太の方針でも、プライマリーバラ

ンスを２０１１年に回復するのに必要な調整

額が１６．５兆ですが、そのうちの７割から９

割までは歳出削減であろうということになっ

ております。それはやらなきゃいかんと思い

ます。しかし、それは相当ハードルが高い目

標であることも事実です。 

 そこから先、この間の骨太の方針の中に書

いてありますことは、そこはプライマリーバ

ランスをとるまでです。その後債務残高がＧ

ＤＰに比べて安定的に少しずつ小さくなって

いくということまで考えなければ、財政再建

にはならない。そこを考えますと、プライマ

リーバランスの黒字は２％ぐらいのところま

で持っていかなければならない。そうすると、

私は消費税は１０％になるということを申し

あげているわけです。 

 歳出削減も、いままで小泉内閣のもとでも

１３兆ぐらいのものをやってきたと思います。

今後、さらにいまのようなものを続けていく

必要があると思います。 

 しかし、今度の歳出削減でも、社会保障は

ほかの歳出項目よりも割合緩くしてあるのも

事実ですね。 

 だけれども、ここのところは医療、年金、

介護、毎年１兆円近くふえるわけですから、

合理化をするといっても、私は限界があると

いうふうに思っているわけであります。 

 低負担、低福祉の国を国民が求めるのかど

うかという問題に最後はなってくるんじゃな

いでしょうか。 

 

安倍候補 社会保障の負担の仕方としては、

税で負担する、そして社会保険料を払う、窓

口で本人が払う、この３つの負担の仕方があ

ると思います。 

 例えば介護の問題について申しあげますと、

１０年間で１００万人ふえると予測していた

ら、３年間で１００万人ふえてしまった。これ

はまさに供給が需要をつくったという側面も

あります。そして、私たちはいわば介護の予

防に力を入れ、それがどのぐらい効果がある

かをみていかないといけないのだろうと思い

ます。そこはしっかりとみていく。 

 あるいは窓口負担の考え方。これはいわば

受診抑制につながり、結果として病気が深刻

になるという方もいますが、そこで適正化が

はかられるかどうか。議論はありますが、こ

れは大きな効果があるのも事実であります。 

 予防にもう少し力を入れるべきではないか

ということも考えるべきではないか。それが大

きな効果を出していかなければならない。それ

を、いまからあきらめてしまって果たしていい

のかどうか、という問題もあると思います。 

 また、成長戦略についても、先ほど麻生大

臣がおっしゃったＩＴの分野、これがまさに

いま第三次産業革命が行われている中、これ

に乗り遅れてしまったら日本の未来はないわ

けであります。この分野はＧＤＰ比で日本の投

資額は２％、アメリカは３．５％、世界の平均は

２．８％です。もっとここに投資することによ

って、もしかしたらもっと成長して、そして税

収も上がってくるかもしれない。そういう可能

性をいまから全部除外していていいのかどう

か。大臣の見解をうかがいたいと思います。 

 

谷垣候補 社会保障についても、合理化をも

っとはかるべき余地は、私もあると思うんで

す。また、高齢者に対して日本の社会保障が

多く対応しているのを、もう少し若い人たち

に振り向けていく必要があるとか、あるいは

お金持ちで能力のある老人には負担していた
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だくとか、そういうようなことも必要ですね。 

 それから、成長のことも、そのとおりだと

私は思います。ただ、成長といっても、名目

３％で骨太の方針は書かれていますが、これ

自体がかなり高い目標です。それでもなおか

つ骨太の方針で示されたような財政の問題が

残る、ということはしっかり受けとめなけれ

ばいけないんだと思います。 

 

安倍候補 もう時間がなくなりましたが、し

かし、米国はしっかりと経済が成長していま

す。もちろん人口がふえていくという側面が

ありますが、私はまだまだ日本の潜在成長力

を高めていくことはできると考えています。 

 

司会 どうもありがとうございました。では、

続きまして、もう一つのテーマ「外交・安全

保障政策をどう進めるか」に移ります。これ

もどこに話を絞るかはお任せいたしますけれ

ども、例えば、中国、北朝鮮などの東アジア

外交、あるいは日米同盟のあり方、憲法と集

団的自衛権といった問題も念頭に討論してい

ただければと思います。 

 同じように、相手を指名して、その中で活発

な討論ができるように、よろしくお願いいたし

ます。一つ順番をずらしまして、麻生さん、安

倍さん、谷垣さんという順番で進めたいと思い

ます。では、まず麻生さんからどうぞ。 

 

麻生候補 最初に、日米安全保障条約という

この条約は、有事のときに実際に作動するか

しないか。契約ですから、契約どおりにこと

が動くかどうか。常にこの契約というか条約

というものを生きたものにしておく必要があ

ります。 

 その意味においては、この５年５カ月の間、

日米関係というのは、過去５１年間で最も信

頼関係を醸成したという事実は認めなければ

いかんと思います。少なくとも、歴代総理大

臣で、大統領の自宅に呼ばれて、泊まって朝

飯を食ったという人は、小泉純一郎だけです。 

 私は、そういった意味で、極めてしっかり

したものをつくりあげた上でという話だと思

います。いまアジア外交の話になったり外交

の話になると、世界に１９２カ国あるにもかか

わらず、何となく中国と韓国と北朝鮮の話、

たまにアメリカの話ぐらいしか出ないという

のは偏っていると思います。 

 私は外務大臣になって約１０カ月たちます。

日中の外相会談がとまっておりましたが、昨

年の５月、李肇星外相との会合等々をセット

して以来、安保に限らず、いろいろな話をさ

せてもらっています。何回となく会い、電話

で会談し、あの北朝鮮のミサイルの騒ぎのと

きも電話をし、結果として安全保障理事国、

全会一致をもって北朝鮮ミサイル問題の対応

ができた。 

 日中に関しましては、少なくとも私として

は、それをやった実績が自分なりにあります

から、仮に総理・総裁になったときに、日中

間が首脳間同士で会えないという感じを持っ

たことはありません。 

 関連で靖国問題がよく話になりますが、靖

国問題というのを、総裁選挙というようなと

ころで対象にすべき議題だとは思いません。

私は８月１５日前に、靖国に弥栄あれと、と

朝日新聞に投稿しました。字数が限られてお

りましたので、自分なりに別にこういった文

章を記者の方々に配布しました（文書を手に

かかげて）。 

 この問題は最も政治から遠いところにおい

てしかるべきです。静かな鎮魂の場であって

しかるべきです。英霊も遺族も同じことを望

んでいると思います。かかって、これは国内

問題です。そういう問題をもとに日中関係が

おかしくなり、日韓関係がおかしくなるとい

うのは明らかに異常です。 

 ３月の全国人民代表者大会が終わった後の

温家宝首相の記者会見、また４月の胡錦濤国

家主席の会見等々の発言を読まれた方、あれ

は一部だけ読まれてもだめですよ、全文読ん

でいただいた方はおわかりと思いますが、明

らかにシグナルは出されている。したがって、

それを受けて、我々の方から申し込んでも別

に問題はありませんでした。それが事実です。 

 したがって、私は日中首脳会談をやるとい

われる谷垣先生、安倍先生、それぞれに、ど

ういうぐあいに具体的にしようと思っておら

れるのかというのをうかがってみたいと存じ

ます。谷垣さん、お願いします。 

 

谷垣候補 いまおっしゃった中で、アメリカ

との外交が大事であり、その改善に努力して

きたということは、私も率直に認めます。私

の仕事でも、アメリカとの関係は非常にやり
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やすかったのは、首脳外交が非常にうまくい

っていたという面があることは事実です。 

 そのうえで中国の問題ですが、私は、胡錦

濤政権自体が日中関係を改善したいという意

欲を相当持ってスタートした政権だというふ

うに理解しております。 

 私自身、経済関係、財政関係でいろいろ向

こうの要人とお会いしますが、日中関係を改

善したいという意欲は持っておられると思い

ます。やっぱりあの国が求めておりますのは、

私のいままでの仕事の範囲でいえば、中国も

経済が随分発展してきたけれども、よりそれ

を持続的な発展に結びつけていくには、日本

の経験に学びたいという気持ちを強く持って

いると思います。 

 ただ、そこののどに刺さったトゲが、靖国

にお触れになりましたけれども、私は、日中

国交回復をしたときに、中国は戦争主導者と

一般の日本国民とを分けて国民に説明したと

いう経緯があったと思います。自分たちにと

って、一般の日本人は敵ではないのであって、

いわば一握りの戦争責任者というものが自分

たちの考えと合わないんだということで、日

中国交回復に至った経緯があります。 

 したがって、中国政府も中国の国民に説明

するのに、そこがなかなかうまくいかないん

だろうと思います。それがうまく行けば、あ

とは行けるんだろうと思います。 

 

安倍候補 私は国境を接している国同士、政

治的な問題が発生する場合はあると思います。

国益がぶつかる。これは世界中の国境を接し

ている国々の間ではよく起こることです。問

題があるからこそ首脳が会って、胸襟を開い

て、問題を冷静に最小限にしていく。解決を

していく努力をすることが大切であって、で

あるから、なるべくそういう環境をつくるべ

く私も努力をしていきたいと思っています。 

 問題があるから会わない、これは逆ではな

いだろうか。こんなように思います。それを

自然に受け入れられるように、成熟した関係

を構築していくべく努力をしていきたい。 

 具体的な方法等については、これは外務大

臣としてよくご承知だと思いますが、いまこ

こでつまびらかにお話をするというものでは

ない。結果を出していきたい。こう思ってい

ます。 

 

麻生候補 いま谷垣先生のお話がありました

が、私は文書として具体的に出しましたので、

ぜひこういう文書をつくって出していただけ

ると参考になります。 

 

司会 では、安倍さん、お願いします。 

 

安倍候補 まず日米関係について申しあげた

いと思います。日米関係は同盟関係でありま

す。同盟関係というのは、いわば日本がもし

外国から攻撃を受けたり侵略を受けた際、米

国の若い兵士が命をかけて日本を守るという

関係でもあるわけであります。 

 そして、より信頼を高めていかなければ、こ

の同盟関係というのは紙になってしまう。条約

があればいいというものではないということ

は申しあげておきたいと思います。その中で、

双務性を確保していく努力を、当然、これから

もしていかなければならないのだろう。 

 それと同時に、日米の同盟関係とアジア外

交、どっちをとるんだという不毛なステレオ

タイプ的な議論があるんですが、それは間違

っている。日米で、例えばＧＤＰを合わせれ

ば、世界のＧＤＰの４５％です。この力をし

っかりとアジアでの平和構築のため、また世

界の安定のために活用していくという道も当

然あるわけだろうと思うわけです。 

 そこで私は、よりこの同盟関係を緊密なも

のにしていくためにおいては、公海上におい

て、日本の艦船と米国の艦船がシーレーンパ

トロールを一緒にしていく。これは日本のシ

ーレーンというだけではなくて、アジアの海

の平和にも貢献できるんだろう。これをアジ

アの国々も実は望んでいます。 

 その際、米国の艦船が攻撃された際、日本

は全く手出しできませんよ、という解釈があ

るわけです。ここはいままで禁止されていた

集団的自衛権の行使、禁止される行為である

かどうかということについて検討してみる、

研究をしてみるということすらいけないのか

どうかということであります。そういう努力

すらしないのかということであります。 

 結果として、それはやはり禁止されている

ということになるかもしれない。そもそもそ

れは行使できる権利として、いままで禁止さ

れている集団的自衛権の禁止の中には入らな

いということになったとしても、行使をしな

いという選択肢があることはいうまでもない
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と思います。 

 そこで、そうした努力をする、研究をする

ということについてのご意見を、お二方にま

ずうかがいたいと思います。 

 

谷垣候補 一つは日米安保の実効性を高めて

いくという議論があると思います。他方、日

本としては、アメリカが例えばイラクにこの

間は戦争を仕掛けたわけでありますが、いろ

んな形のアメリカの行動にすべて日本が集団

的自衛権のもとにおつき合いをしなければな

らないのでは、やっぱりしんどいな、という

ことがあると思います。 

 だからこそ、集団的自衛権には慎重な議論

が必要でありまして、いままでの政府は、周

辺事態に関しては、後方支援だという整理で

きています。 

 そういったふうな整理をした場合に、いま

安倍先生がおっしゃったのは、公海上で、米

軍が攻撃をされたような場合を想定している

のだと思いますが、どこまでが集団的自衛権

の問題であり、あるいは日本の固有の自衛権

の問題であるか。それは議論を詰める必要性

といいますか、議論や研究をすることは、私

は否定する必要はないと思っております。 

 ただ、集団的自衛権の全体の問題としては、

やはり憲法の問題として、きちっと憲法改正

によって対応すべきだというのが私の考え方

です。 

 

麻生候補 集団的自衛権はあるけど、使えな

い、というのがこれまでの解釈です。集団的

自衛権があるのに使えなかったために、国が

滅ぶなどというのは主客転倒になろうかと存

じます。少なくともそういうものが使われる

ときの条件、例えばいまインド洋で油の補給

をやっております。平行して船が走る、一番

襲撃されやすいときです。そのときに、こっ

ちが襲われたときは守ってくれる。しかし隣

の船が襲われたときにはこっちは守ってやら

ん、という話が常識的に通じるだろうか。具

体例を引いた方がわかりやすいと思いますの

で、こういう話をしましたが、そういうとき

には使えるように考えてしかるべきではない

かと思う。 

 だから、条件をきちんとしたうえで集団的

自衛権というのは考えてもおかしくないので

はないか、私はそう思います。 

安倍候補 法制局の見解として憲法上禁じら

れているといわれている集団的自衛権の行使

というのは、絶対概念としての集団的自衛権

の行使ではありません。いわば量的概念とし

て、必要最小限を超えるものとしての集団的

自衛権の行使はできない。つまり、集団的自

衛権を行使できないのは、必要最小限を超え

るものであるからであります。 

 つまり、中核概念と外的なというかもう一

つ別の概念があるのではないか、という見解

もあることも申しあげておきたいと思います。

かつては武器の技術情報も禁じられているの

ではないかといわれていましたが、いまはそ

れは除外されているということも申しあげて

おきたいと思います。 

 実際に肩を並べて戦うことは、これは中核

的概念。最初から、例えばどこかへの武力行

使について、一緒に肩を並べて戦う。それは

おそらく禁じられているという解釈なんだろ

う、このように思います。 

 そういう意味においては、いまお二方から、

基本的には研究してみるのはいいのではない

かというご回答をいただいたと、このように

思います。 

 

司会 では、谷垣さん、お願いします。 

 

谷垣候補 先ほど麻生さんに申しあげたこと

ですが、日中国交回復のとき、中国は戦争指

導者と一般の国民とを分けて国交回復をした

という経緯があります。この点について、安

倍長官はどういうふうにお考えかをうかがい

たい。 

 

安倍候補 文書として、その文書が残ってい

ないのだろうと思うんです。やはり国と国と

が国交を正常化させる。あるいは講和条約を

結ぶ。これは講和条約なり、交わした文書が

すべてなんだろう。このように思います。そ

れはいままでの世界の知恵であったと思いま

す。そうした講和条約を結ぶ、平和条約を結

ぶ、あるいは共同声明を出すことで、お互い

の国の信頼関係を回復する、あるいは国交を

回復するということだと思っています。 

 いわば日本国民を二つの層に分けるという

ことは、それは中国側の理解かもしれないけ

れども、それは日本側は、みんながそれを理
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解しているということではないし、やや階級

史観風ではないかという議論もあるのではな

いか。このように思います。 

 

谷垣候補 もう一点、安倍官房長官にうかが

いますが、日中に関して村山談話というのが

ございますね。あの中でも、前の戦争を侵略

戦争だと認めているわけですが、この点につ

いて、安倍官房長官はどうお考えでしょうか。 

 

安倍候補 村山談話については、これは閣議

決定した談話でありました。当時は自民党も

村山内閣に参加をしていた以上、歴史的に政

府が内外に発出した文書であり、私も、その

精神はこれからも続いていく、このように思

っております。 

 他方、個々の歴史の事実等の分析について

は、これは本来は歴史家に任せるべきです。

政治家が発すると、これは政治的なメッセー

ジになるし、また外交的な作用を起こす。外

交的な作用を起こすことを念頭に判断をする

ということになれば、それは果たして正しい

分析であるかどうか、ということになるので

はないか。基本的に政治家は、そういうこと

に対しては謙虚であらねばならない。 

 

谷垣候補 いま安倍長官がおっしゃった点で

すが、私は第二次大戦と申しますか、前の戦

争というのは多面的な意味合いがあって、一

面だけでみることは難しいというふうに思っ

ています。 

 ただ、中国との関係でいいますと、これは

侵略戦争であったということは、私は、はっ

きりしていると思います。そこのところを前

提にして物事を考えていかないと、日中の安

定した関係はなかなかつくれないのではない

か、というのが私の考え方であります。 

 その上で、安倍官房長官は中国との関係は

政経分離で行くべきだと――これもいろんな

言葉の理解があるのかもしれませんが――お

っしゃっておりますね。私は、本当に政経分

離ということができるのかどうか疑問に思っ

ているんです。例えば新幹線の注文をとりた

いというような場合には、向こうの政治的意

思が大きく働くということがあるでしょう。

これは置くとしまして、いま中国は共産党主

導の国家でありますけれども、やはり経済関

係にも世論というものがうんと反映してくる

ような形になっております。日本でも、ある

国との関係が非常に悪いときに、経済だけが

うまくいくということはないのではないかと

思います。 

 そういう点で日中関係をどういうふうにご

覧になっていますか。 

 

安倍候補 私はそんなに経済上の心配をして

いません。２００４年から２００５年にかけて、

日本から中国への投資は２０％ふえています。

一方、世界の投資は５％減っているんですね。

この５年間、日本と中国、貿易関係は倍にふ

えています。日本から中国に行って住む人の

数も世界の中で日本が最もふえているといっ

てもいいんだろうと思います。 

 私が政経分離といったのは、政治問題を達

成するために、経済にプレッシャーをかける

べきではない。いまの経済基盤を大切にしよ

うということを申しあげているのです。それ

をいうのがおかしいということは、この当た

り前のことをいってはいけないんですか、と

いうことです。ＷＴＯに入っているんだった

ら、そういうことをちゃんとやってください、

ということをむしろ日本側が中国にいうのが

当たり前であって、中国はああいう国なんだ

からいいでしょう、ということの方がおかし

いのではないか。 

 私が多くの中国人にもそのことを話したら、

それは安倍さんのいうとおりですね、という

ことをいっていました。そのかわり日本も、

人権問題があるから投資をすぐに抑えますよ、

ということはいいませんよ、ということであ

ります。 

 経済の問題について、お互いが政治問題を

達成するために、そこにプレッシャーをかけ

ないというのは当たり前のことであって、こ

の当たり前のことすらいえないようでは、む

しろまともな関係とはいえないのではないか

と思います。そうなれば結果として、中国も

世界から信用されない。私は、ある意味で親

切もあって申しあげているわけであります。 

 

谷垣候補 政治問題を解決するために経済に

対する余分なプレッシャーをかけないという

のは、私もそれは守るべき態度だと思います。 

 しかし、やはり経済というのも国民の感情

というものが基本にあるわけです。例えば日

本も、もちろん中国に対してナショナリズム
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の妙な鼓吹はしないように、ということをい

うのは、私は当然だと思うんですよ。 

 だけれども、こういう状態が続けば、例え

ば日本の日系企業の雇用関係とか何かに、こ

れからだんだん影響が出てくるんじゃないか。

現に出ているところも私はあると思っており

まして、そこの認識は、官房長官と大きく違

うのではないかと思っております。 

 

司会 どうもありがとうございました。最後

に、いまの討論も踏まえまして、いい残した

こと、あるいはこれだけは最後にいっておき

たいということがあると思います。お一人１

分ずつお時間を差しあげますので、お話をい

ただきたいと思います。 

 順番はまた初めに戻りまして、安倍さん、

谷垣さん、麻生さんという順番で行きたいと

思います。５０秒過ぎますとランプが点滅し

ますので、よろしくお願いいたします。 

 

安倍候補 谷垣さんから中国の雇用環境のお

話がありました。しかし、日本の投資によっ

て、中国では１０００万人の雇用が創出されて

いるわけです。それに対してプレッシャーを

かけることは、むしろ失業者を生むというこ

とになって、中国に帰っていくということに

なります。 

 ですから、そこはお互いが理解することが

大切です。だからこそ、政治問題を経済に持

ち込むということになってしまっては、それ

は中国のリスクですね、ということになって

しまう。なぜ世界がマイナス５％の投資にな

ったかというのは、そこではないかと思いま

す。 

 むしろ、日本においては、決してそんなこ

とをしてはならないということは、さらに肝

に銘じておくべきだろうと思います。中国か

らの留学生等々ももっともっとふやす。そし

て日本に来て、企業で研修して、技術を持っ

て帰っていただく。中国の発展に寄与しても

らうように、日本はそういう貢献をさらにし

ていきたい。このように思っています。 

 

谷垣候補 前半の議論でございますが、やは

り国民の大きな不安の源泉というものは、社

会保障の将来が大丈夫だろうかということだ

と思います。これを解決する手だてをしっか

り提示して、議論を進めていくというのが政

治の責任ではないか、と私は思います。 

 それから、そういうことを考えますときに、

同時に地方の格差、こういうようなこともい

ままで議論をしてまいりましたけれども、そ

ういうものを埋めていく財源をどこに求めて

いくのか、というようなことも、あわせて考

えておかなければならないのではないか。 

 今後の日本を考えますときに、成長戦略を

とっていくということは大事なことでありま

す。が、その成長戦略をとるときに、やっぱ

りアジアの成長をどう日本に取り込んでいく

のかが、大事な視点だと思います。そのとき

トゲをどう抜いておくかということも考えて

おかなければならないと私は思います。 

 

麻生候補 どなたも触れられませんでしたが、

１分間でといえば、いまの段階ではきたる 

１０月２２日の神奈川と大阪の衆議院の補欠

選挙、これに断固勝ち残らねばならない。１１

月の沖縄の知事選挙、続く統一地方選挙、参

議院の通常選挙、我々はこれらの選挙に勝ち

抜かなければ、政策をいくら掲げても実行で

きないということになります。 

 したがって、次の総裁はどなたがなられて

も、これらの選挙で、小沢一郎率いる民主党

と戦い、勝ち残るというところが最も大事で、

この点は３人の共通点だと存じます。 

 

司会 どうもありがとうございます。これで

第１部を終わります。 
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第 ２ 部 

質問団 

橋本五郎（読売）、山田孝男（毎日）、宮田謙

一（朝日）、小孫茂（日経）の各企画委員 

 

質問 最初に総括的な質問をしまして、それ

から具体論に入っていきたいと思います。 

 先ほども、小泉政治の評価についてのご意

見がありました。ここはやっぱり５年５カ月

続いた小泉内閣を、きちんとどう評価するか

ということが最初になければいけないと思う

んです。 

 この際、小泉さんのいいところは別にして、

悪いところ、これだけは決別しなければいけ

ない、これだけは克服しなければいけないと

いうことを、安倍さんから順にズバッとお話

をしてほしいと思います。 

 

安倍候補 例えば弱者に対して、こういう政

策をやっていきますよ、あるいは頑張ってい

るけれども、なかなかうまくやっていけない

人たちに、こういう政策をやっていきますよ、

というようなことは、そういう政策をやって

いたとしても、小泉総理はいわないんですね。

ご本人にはそれをある種、潔しとしない、と

いう独特の美学があって。しかし、私はそれ

は間違っていると思います。 

 例えばセーフティーネット、貸付保障制度

等々はかなりやっていて、活用されています。

そういうものをしっかりと国民に知っていた

だく、あるいはそういう皆さんのことも政治

はちゃんと考えているんだよということをメ

ッセージとして出していくということも大切

であろうと思います。そうでなければ、いま

せっかく進めている政策も極めて冷たいもの

に映ってくるんだろうと思います。 

 私は、しっかりとそうした政策も充実をさ

せて取り組んでいきたい。こう考えています。 

 

谷垣候補 やっぱり過去の成功体験をぶっ壊

していくうえでは、マイルドにやっては壊れ

ないというところがありますから、相当思い

切ってやられた。 

 そうすると、それが全部理想的に行くとは

限らない。その副作用というのも相当出てい

る。その副作用を取り除いていくためには、

やっぱり先の展望をよく示していくというこ

とがないと、なるほど、こういう副作用を起

こしているけれども、こっちに進んでいくの

かなというのがよくわからない。 

 

質問 展望がなかったということですね。 

 

谷垣候補 いや、なかったとはいいませんが、

そこがやっぱり弱かったというふうに私は思

うんです。そこは示していくことが必要だと

思います。 

 

麻生候補 基本的には、江戸２７０年間続いた

幕藩体制をぶち壊したのは、西郷隆盛という

人が頭だったことは確かだと思います。 

 しかし、近代明治をつくるということには、

この方は向いていなかった。むしろ岩倉使節団

とともに２年間海外に行っていた、いわゆる木

戸孝允、大久保利通、若いところで伊藤博文

等々か近代明治を創造したのだと存じます。 

 いろんな意味で既得権益は壊されました。

壊された後、新しい日本、２１世紀に生きる

日本というものの形としては、どういうもの

が必要なのかというので、敵、味方をはっき

りさせすぎた。そういうところがはっきりし

ています。それでなきゃ壊せなかったからと

いうこともありますが。しかし、壊した後は、

今度まとめなきゃいかん。まとめるときに何

をつくりあげるかというところが、いま期待

されているところです。それを示しておられ

なかった。多分、意識的に示されなかったと

ころもあろうと思います。 

 

質問 新しい日本をつくるために、お三方は立

候補されて、こういうぐあいにパンフレットを

つくっておられるんですけれども、正直申しあ

げて、谷垣さんのは少し詳しすぎるな、なかな

か読めないなという感じがあるんですね。 

 ところが、安倍さんのは、ちょっとこれは

簡単すぎるんじゃないですか。４ページ。実

質２ページですから、読みやすいということ

はあるのかもしれないけれども、どうも具体

論に、プロセスに乏しい。 

 そうなると、これは最初から計算に入れて、

どうも自分が総理大臣になりそうだから、あ

まりいま約束しない方がいいのかなと、そん

なことも考えたりして、こうしたのだろうか。

その意図するところはどの辺にありやという



14 

ことなんですけれども、いかがですか。 

 

安倍候補 ４ページであっても、全部読んで

いる人は非常に少ないと思うんですね。はっ

きり申しあげまして。どうでしょうか。私に

質問した人で、結構それを読まずに質問した

人、随分いましたよ。 

 ですから、なるべくきっちりと伝える情報、

確実に伝わるように、情報をある程度最初は

制限しました。その後、これは選挙戦が長い

ですから、１２日間ある中で、さらにこれは

日を定めて、新たな政策を私は打ち出してい

る。具体的な政策を打ち出しているつもりで

す。学校の評価制度、教員の免許更新制度、

こういうものも打ち出しています。あるいは、

新規国債発行を１８年度よりも下回るように

していく、ということを打ち出しています。

こうした形でさらに打ち出していきたい。こ

のように思っています。 

 あと、一言つけ加えさせていただきますと、

先ほどの麻生先生の話によりますと、国づく

りは長州人が向いているという感じを受けま

した。（笑） 

 

質問 谷垣さんは安倍さんに対して、財政再

建でも、アジア外交でも、比較的対照的なメ

ッセージを出していらっしゃる。 

 ちょっと失礼なんですけど、福田康夫さん

が不出馬を表明されてから、世論の支持、一

つの軸として谷垣さんの支持が広がるのかな

と思われたけれども、現実はそうなっていな

い。むしろ安倍さんの一強状態というんでし

ょうか、安倍さんが断トツで人気があるよう

です。なぜそうなのかというのは、ご自分で

はどうしてかと思っていらっしゃるのでしょ

うか。 

 

谷垣候補 自分でもよくわからないんです。

率直にいいますとね。やっぱり私の出すメッ

セージがちょっとマイルドすぎるのかなとい

う気はしております。 

 

質問 アジアホットラインの構築にしても、

地域再活性化にしても、消費税にしても、み

んな小泉さんが触れなかった問題というか、

非常に過小評価してきた問題だと思うんです

ね。それを出されているんですね。最も反小

泉を先鋭な形で出していると思うので、だっ

たら、小泉内閣を出て、それできちんと所信

を打ち出せば、もっともっと支持が広がると

いう認識はなかったわけですか。 

 

谷垣候補 先ほどお二人からも、小泉さんは

意図的に次の姿を示さなかったんだろうとい

うお話がありました。実は私もそう思ってい

るんです。やっぱりある意味でぶっ壊してい

くときは、先のことなんかいったらぶっ壊せ

ないですから、どこかでやっぱり次はどうだ

ねと示す必要があるんですね。 

 だから、私も、いまのようなことを申しあ

げるのは、あまり早い段階でいうと、多分、

改革を阻害する側に回ってしまうという気が

ありました。ですから、打ち出すのはかなり

注意したつもりです。時期をですね。そんな

ことまでして、私は飛び出す必要というのは、

あまり感じてまいりませんでした。 

 

質問 麻生さんにうかがいます。パンフレッ

トの「日本の底力」の中でも、外交について

非常に力を入れている。いろんな意味でアジ

ア外交の再構築もしなければいけない。外交

は、大きく転換する必要があるだろうという

ことを強調されているように思うんですけれ

ども、であるならば、いままで外務大臣だっ

たんですから、とっくにやっていいはずでし

ょう、となります。小泉さんが総理大臣だっ

たからできなかったのか。そうではないのか。

これまでおやりになったこと、日中の外相会

談もやってきたんだよというお話もされまし

たけれども、じゃ、もっともっと外務大臣と

してやれることがあったんではないか。そう

いう気もするんですよね。それについてはい

かがですか。 

 

麻生候補 外務大臣としてやるべきこととし

て、少なくとも１年間とまっていた日中外相

会談は再開した。 

 またテポドンの騒ぎのときでも、日米がき

ちんと連絡を取り合っていたからこそ、北朝

鮮に対して直ちにメッセージが出せた。９３

年のノドン、９８年のテポドン、いずれも対

応が遅れ、もしくはメッセージを出せなかっ

たが、今回はきちっと１０日目で出せた。し

かも国連の決議文まで出せる、というのは外

務大臣として、日米関係がきちんとしていた
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からだと思っています。 

 したがって、日米を基軸にしたうえできち

んとやっていくというのは、それなりにでき

ていたと存じます。 

 

質問 憲法の改正問題ですけれども、安倍さ

んは、自分が総理大臣になれば、総理大臣と

して初めて改正を具体的なテーブルに乗せた

初めての人間になるだろう、と。こうおっし

ゃっていますね。 

 問題はどういうプロセスでやるかですね。

これはやっぱり国会で３分の２以上なければ

いけないという現実的な問題もあります。 

 それから、もう一つ手前に、いまの自民党

の草案がある。草案の前文、それから集団的

自衛権にもご不満があるようですから、それ

を具体的に自民党の中でやろうとすれば、こ

れはちょっと時間がかかりますね。見直しし

ようとすれば時間がかかる。具体的にどうや

るのか。任期は最大６年あるわけですけれど

も、どういうことをお考えになっているのか。

どういうプロセスで実現しようと思っておら

れるのか。 

 

安倍候補 これは１年、２年でできる話では

ないだろうと思っています。５年近くのスパ

ンも、場合によっては考えなければならない。

このように思いますが、国民的な議論が進ん

で、３分の２のコンセンサスを得る努力をし

ていきますが、その目安がついてくれば、も

ちろんさらに前倒しをしていくということも

考えなければならない。このように思います。 

 しかし、拙速でそもそもできるものでもな

いと思います。党としては草案が一応できた

わけであります。私は、前文の小委員会に属

しておりました。そういう意味では、若干前

文はもうちょっとという気もあります。しか

し、それは私の思いです。これを越えて、３

分の１、国民のコンセンサスということを中

心に考えて、次にまた与党内あるいは野党の

人たち、民主党等に呼びかけていく中にあっ

て、これはかなり自民党の草案の姿と変わる

ことも、これは考えられるわけであります。

そこで、やはりコンセンサスづくりにおいて、

党の総裁としてリーダーシップを発揮してい

きたい。 

 基本的には、これは政府ではなくて、国会

で――政府は提出権がないわけではありませ

んが、基本的には国会でということになる。 

 

質問 憲法の点につきましては、安倍さんが

一番力を入れて主張されている。公約を拝見

しますと、戦後レジームからの船出という位

置づけで、自主憲法を主張しておられる。教

育基本法の改正も同じような説明をされてい

るようですけれども、戦後レジームからの船

出、占領時代の枠組みからの脱却とか、言い

方があまりにも古いんじゃないか、アナクロ

ニズムじゃないか、という批判もあるんです

けれども、何でこういう言い方をいまわざと

されるのか。 

 それからもう一つ、戦後体制から脱却する

というのはまあいいとしても、じゃ、新しい

憲法はどういう内容にすべきなのか。いま草

案をベースにという話がありましたけれども、

安倍さんが考えておられる新しい憲法の姿の

ポイントはどういうものだとお考えなのか。 

 これに関連して、いま会場から質問がきま

した。安倍さんが考えておられる憲法改正と

いうのは、もし実現すれば、例えばこの間の

イラクのような事態があったときに、日本の

自衛隊、あるいは自衛軍というんでしょうか、

英国軍と同じように戦闘行動をするような、

そういう憲法になるんでしょうか、という質

問です。 

 

安倍候補 戦後レジームからの脱却という言

い方がアナクロニズムでないかというご批判

がありましたが、そう考えること自体が、あ

る種のマインドコントロールで、アナクロニ

ズムだと私は申しあげたい。 

 私は戦後世代であります。サンフランシス

コ講和条約が結ばれた後、日本が独立を果た

した後生まれた世代というふうに私は認識を

しています。つまり、あのときに決まったも

のは変えられないんだ、変えてはいけないん

だという先入観のある時代はもう終わったと

いうことであっで、私たち自身の手で書いて

いくということにも大きな意味があるんだろ

うと思います。 

 つまり、私が申しあげている点は、まず私

たち自身の手で、２１世紀にふさわしい日本

の未来の姿、あるいは理想を書いていこうじ

ゃないかということなんです。そこに力点を

置いているわけです。いまご質問の中で、自

主憲法というおっしゃり方があった。私は自
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主憲法という言い方はしたことがありません。

２１世紀にふさわしい未来の憲法をつくって

いこうということなんです。そろそろ古い時

代から新しい時代に向けて、一歩前に出てい

きましょうということです。 

 中身においては、これはまさに先ほど申し

あげましたように、国民的なコンセンサスを

得るべく努力をしていく。まず自民党でまと

めたのは、その前の案ですよということであ

ります。 

 私自身は、例えばまさに、いま個別の例で

挙げられた、そういうことが起こらないよう

にしていく。抑止力を高めていく。あるいは

世界の中で集団安全保障が機能を果たしてい

くために、どうすればいいかということを考

えるべきではないか、こう思います。 

 

質問 谷垣さん、麻生さんは憲法改正を自ら

の政権のアジェンダに乗せるというようなお

考えはないんでしょうか。谷垣さんから。 

 

谷垣候補 自民党結党５０周年で草案をつく

りましたので、あれを基礎に、やはり議論は

進めていくべきだと思います。 

 ただ、私は、２つ思いがございます。憲法改

正というようなものは、国民の合意をつくると

いうことが非常に大事で、もう少し議論が必要

なんじゃないかという気持ちがあります。 

 それから、現実問題として、３分の２の多数

をとらなければなりませんから、これをどう進

めていくのかというのは、まだまだ十分みえて

きていないというふうに思っております。 

 

麻生候補 自主憲法、憲法改正、いろいろ表

現がありますけれども、昭和３０年、自由民

主党結党以来の党是として、憲法改正という

のをうたってきております。以来５１年間、

やっと草案を、少なくとも自分たちで書いて

出すというところまではきた。５０年かかっ

たということだと存じます。 

 世の中も、憲法改正に関しての理解という

のはかつてとは違う。憲法改正すべきという

意見は非常にふえてきているというのは、世

論調査でもはっきりしていると存じます。 

 ただ、それをやるためには、先ほどいわれ

たように、かなりの時間を要することも確か

だし、明治憲法というものをつくる前に教育

勅語をつくらなければできない、といって憲

法の前に教育勅語を書かせたというのも歴史

的事実であります。ですから、憲法の前に教

育基本法をきちんとやるのが優先順位として

は高いかなと存じます。 

 

質問 第１部でも、村山談話についての議論

がありました。その中でも、安倍さんのお答

えというのはどうもはっきりしない。受け継

ぐのか、受け継がないのか。精神は引き継い

でいきたいということをおっしゃっていたん

ですけれども、じゃ、そこの、例えばあれは

侵略戦争であったというところは、歴史家の

判断にゆだねたいということなのか。あるい

は村山談話、あるいは戦後６０年の小泉談話

でもそうなんですけれども、植民地支配と侵

略で被害を与えたことに対しておわびを表明

するというくだりがあるんですが、そのおわ

びというところにひっかかりを感じておられ

るのか。もう少し具体的に語っていただけな

いでしょうか。 

 

安倍候補 談話として閣議決定を経て、内外

に示しているものでありますから、これは政

府が外国との関係において出した文書です。

新たな政府がこれを否定する談話を出さなけ

れば、当然次の内閣もその上に立って、これ

は進めていくということになります。私はも

うすでに述べておりますが、新しい談話を出

すつもりはないということであります。 

 

質問 谷垣さんのお考えはわかったんですが、

麻生さんは、この談話、あるいはこの談話に

盛り込まれた歴史認識についての見解はいか

がですか。 

 

麻生候補 いわゆる大東亜戦争、第二次世界

大戦、太平洋戦争、いろいろな表現がありま

す。しかし、昭和１１年、満州国建国以来、

南京攻略へ進んでいったのは侵略といわれて

もやむを得ない状況にあった。これは歴史の

評価はほぼ一致していると存じます。 

 ただ他の地域に関しては、ほかの国からの

評価をみましても、あれだけの条件を突きつ

けられたらルクセンブルクでも戦争に向かわ

ざるを得なかっただろうと、極東軍事裁判の

中でも、そうした表現が出ているのはご存じ

のとおりです。 
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 太平洋の部分と、また中国大陸の部分とか

なり混線して話をされると、歴史認識として

答えるのは難しいなと思っております。 

 

質問 靖国の問題。先ほど麻生さんは、これ

を総裁選のテーマにすべきでないというふう

におっしゃいました。私も同感です。ですか

ら、これは日本記者クラブが意図して、それ

を仕掛けているととられるのは不本意です。

そういうつもりはありません。けれども、ち

ょっとこの日本記者クラブとこれは因縁がご

ざいます。５年半前に小泉総理が候補として

討論会においでになったときに、質問に答え

る形で「参拝します」とおっしゃった。それ

が後に公約ということで、ご本人もそれにこ

だわって、この間の参拝があったということ

であります。 

 そのいきさつに鑑みて、一つだけ質問させ

ていただきたい。いまこの場で、総理就任後、

参拝すると公約なさる方がいらっしゃったら、

ちょっと手を挙げていただきたいんです。い

かがですか。ありませんか。（挙手なし） 

 

麻生候補 あのとき、私も候補者の一人でし

た。４人でした。左から麻生、橋本、亀井、

小泉の順に席があり、その順番で当たりまし

たので、私は参拝をします、と。そうしたら、

残り３人、全員、参拝をしますといわれたん

です。 

 次に「８月１５日はどうですか」という質

問が出たと記憶します。「私は、８月１５日、

負けた日に行くのはあまり潔しとしません。

あそこは戊辰の役以来の方々がおまつりして

あるところなので、少なくとも４月、１０月

の春、秋の大祭に参拝をしたいと思っており

ます」。そんな答えだったと記憶してます。ち

ょっとずれているかもしれません。そのとき

に、８月１５日に行くといわれたのは、たし

か小泉候補です。 

 

質問 いずれにせよ、あえて参拝をここでお

っしゃる方はいらっしゃらないということで

すね。 

 

安倍候補 私は、いままで何回も申しあげて

おりますように、戦没者に対して手を合わせ、

ご冥福をお祈りをし、そしてまた尊崇の念を

表するという気持ちは、これからも持ち続け

ていきたいと思っております。外交問題、政

治問題化するという中にあって、あえて宣言

をするつもりはないということでございます。 

 

麻生候補 私は適切に判断をすると、何年間

だか忘れましたけれども、ずうっと申しあげ

てきている。今回、出しましたこの文書は、

そういった問題にならないようにするための

案というものを提示しております。こういっ

たものができれば、基本的にはどなたでも参

拝できるような形になる。その案をつくるの

が政治家の仕事だと、私は思っております。 

 

谷垣候補 私には聞いていただいていないの

かもしれませんが、私は京都府遺族会の会長

という立場もございますけれども、Ａ級戦犯

合祀という問題があると、総理は控えるべき

だと、このように考えております。 

 

質問 小泉さんが参拝を続けたおかげで、中

国、韓国との外交関係というのは非常に厳し

いものになった。皆さん、首相になったとき

に、この中国、韓国、アジア外交をどう打開

されるつもりかということを、いろんな討論

会や記者会見で聞かれてきていると思います。

答えも大体聞いています。 

 それで特に安倍さんにうかがいたいんです

けれども、中国、韓国との首脳会談のタイミ

ングとして、ＡＰＥＣの会議があって、そこ

でまず会うんじゃないかという観測が出てい

るんですけれども、先ほど、結果を出してみ

せるというふうに断言されていましたので、

それ以前に、例えば個別訪問というようなこ

とも視野に入れて考えておられるのかどうか。 

 それから、中国との関係をよくしたいとい

うことを、安倍さんはよくおっしゃっていま

すけれども、ただ待っているだけで、これは

改善できるんだろうか。中国に対して、安倍

さんがもし総理になられたら、こういう考え

方で改善したいんだというメッセージを出す

必要があるんじゃないのか。 

 一方、この総裁選で、安倍さんが何をおっ

しゃっているかというと、主張する外交とい

うことです。しかし、主張ばっかりしている

と、相手も主張がありますから、主張と主張

がぶつかって外交にならないんじゃないか。

主張しつつも譲るべきは譲るとか。何か歩み
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寄りのシグナルを中国に向かって出すという

ような、どういう具体的な方法で関係を打開

されようとしているのか。 

 

安倍候補 主張ばかりしていてはうまくいか

ないというのは、これは当たり前の話です。

そんなことをだれも考えていない。いままで

あまりにも主張が足りなかったのではないか

ということで、私は、時にはしっかりと主張

すべきだ、と。これは国益だけではありませ

ん。アジアの平和と安定のためには、こうす

べきだ、あるいは世界の平和構築のためには、

こうするべきだ、と日本がリーダーシップを

発揮して主張するべきだということを、私は

申しあげている。 

 そういう主張がいままであまりみられなか

ったから、そう主張すべきだということです。

この私の考えに反対の人はあまりいないので

はないかと思います。 

 日中関係についていえば、例えば環境面あ

るいは省エネルギーの面において、日本が大

きな貢献ができる。貢献をし、協力をする必

要があります。これは中国一国の問題ではな

くて、ひいては世界の環境、エネルギーの状

況に大きく影響があることだろうと、こう思

っています。 

 その中で、日本は技術的な協力、人的な協

力、資金的な協力、あらゆる協力ができる。

お互いが協力し合うことが世界のためだ、と

いう認識を持っていることも大切なんだろう

と、このように思います。 

 例えば最初の相互訪問というお話がござい

ました。相手があることであって、これはどの

ような方法でこれから一歩前に出ていくかと

いうことについては、この場でつまびらかにす

ることはできないわけであります。そういう環

境をつくっていくために、お互いが努力をして

いく必要があるだろうと思っています。 

 

質問 つまびらかにできないということは、

つまびらかにできないような動きが背後にあ

るんだ、ということがあるのではないかと思

うのですが、麻生さんは外務大臣として、そ

の辺の努力もされているんですか。 

 

麻生候補 もう一回つまびらかの内容をいっ

てください。 

質問 具体的に日中の首脳会談が行われるよ

うな環境を整備するための準備がいまもうす

でになされているということでなければ、つ

まびらかにできないということにならないだ

ろうと、そう思いまして、おうかがいしたい

んです。 

 

麻生候補 いま日中関係において、外務省の

レベルでいわせていただければ、９月２０日

以降、どの段階で日中首脳会談をやるべきか、

向こうがどういうぐあいの対応で出てくるか

……。何といいましょうか、新聞記者にわか

らないような交渉、それが最も正しい表現だ

と思いますが、そういった形でことが進んで

いるというようにいうと、途端に記者に追っ

かけられて、またまた国益を損なうことにな

りかねません。いろいろな形の努力が行われ

ていることは確かです。 

 

質問 その認識は、安倍さんも同じですね。 

 

安倍候補 努力が行われているかどうかとい

うことについては、これは外交ということに

ついては、結果がある程度出てくる、それが

固まってからご説明ということになるんだろ

うと思うんです。外交というのは、希望する

方が多い方が、wants が多い方が弱い立場に

立つということはよくいわれていますね。そ

んなゲームをするつもりはないんですが、何

回も繰り返しになりますが、こうした日中関

係については、より首脳同士が話せる関係に

なった方が、両国にとって利益がありますね。

そうでなければ、日本が一方的に損をするの

でなくて、両国が損をしていますよ、という

認識は大分醸成されてきた。このように思い

ます。 

 

質問 中国との外交の話をすると、どうして

も靖国問題に戻りがちになるんですけれども、

それでおたずねします。安倍さんは官房長官

として靖国に参拝するとかしないとか、ある

いはしたとかしなかったということは申しあ

げるつもりはないとおっしゃいました。これ

は首相になってもそういう立場を貫かれるん

でしょうか。 

 そうしますと、国民は、何も知らないでい

て、ある日、実は我が首相は３カ月前に参拝

していたらしい、ということにもなりかねな
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いのでしょうか。 

 いま安倍さんは中国、韓国との関係改善、

首脳会談に意欲をにじませた。が、中国、韓

国の首脳と実際に話をされる際に、こういう

あいまいな姿勢で、果たして相互信頼という

ものはできるのだろうか。疑問に思うんです

けれども、いかがでしょうか。 

 

安倍候補 そこは、よくそういう質問を受け

るですが、何か私にそれをはっきりいわせて、

問題を起こさせようという、そんな意図のあ

る人も中にはいるんです。が、それは私が先

ほど申しあげましたように、そういう気持ち

を持ち続けていきたいと思っています。他方、

外交問題になるということにおいて、あえて

それは申しあげませんということを申しあげ

ている次第であります。 

 いずれにいたしましても、いわゆる公式参

拝ということではないわけでありますから、

それは公式的に発表しなくてもかまわないん

だろう、と。日本には信仰の自由があります。

こうした普遍的な価値というのは、しっかり

と守っていくということは当然ではないかと

思います。 

 

質問 麻生さんは中国の外相と何度もお会い

になっているようですが、首相の靖国参拝問

題について、安倍さんは安倍さんのお考えが

あってのことですけれども、外からみれば、

極めてあいまいな形になっているわけです。

これで近隣諸国外交、信頼関係は築けるんで

しょうか。外交の専門家としておたずねした

いんですが。 

 

麻生候補 外交というのは危機の最小化を目

的とした手段です。そのために外交というの

は存在しているわけです。少なくともそのこ

とによって危機が大きくならないように考え

るのが外交、それが結果的に国益につながる

と思っています。 

 中国も、この問題にこだわって、日本もそ

れにこだわって、結果として日中はお互いの

商売がどんどん縮小してくる、というような

利益を損なうようなことはお互いに避けた方

がいいということに関しては――。日中友好

という話をまだしておられる方も多いようで

すが、日中友好は手段です。日中がともに共

益、両方の利益が出ることが目的ですから、

そのための手段と私どもは考えています。い

ろんな形の考え方があるんだと思いますが、

私は、安倍さんのその意見は違うんじゃない

か、という立場にありません。 

 

質問 本日は９．１１です。５年たちました。

中東は泥沼化しており、容易ならざる状況で

す。ブッシュ大統領は、これは中東民主化の

一里塚であって、正しい政策をとっていると

いう主張をしています。けれども、アメリカ

国内でも、あるいは全世界でそのことへの批

判も高まっている。大きな問題ですけれども、

ブッシュさんのいうとおり、これはテロに対

する正しい戦争であり、ブッシュ政権の政策

は正しいというふうに認識していらっしゃる

のか。あるいは問題があるとお感じになって

いるのか。端的にお一人ずつうかがいたい。

安倍さんからいかがですか。 

 

安倍候補 米国が武力行使をしたときに、日

本は支持を表明いたしました。米国も情報に

おいては誤りがあったかもしれないが、武力

行使は間違っていなかったという認識であり

ます。 

 国連は１２年にわたって、何回にもわたる

決議で、イラクに対して大量破壊兵器が存在

しないことをしっかり証明しろということを

突きつけてきました。しかし、累次にわたる

決議にもかかわらず、イラクは答えようとし

なかったわけであります。 

 過去に、イラクは大量破壊兵器を持ち、そ

して使用した国であります。持っていて使用

した実績があった。クルド人、あるいはイラ

ン・イラク戦争で使いました。 

 

質問 安倍さん、今日の認識をうかがってお

ります。 

 

安倍候補 証明するチャンスを与えられなが

ら、彼らはその証明をしなかった。つまり、

持っているという可能性について疑いを持つ

ことは、合理的な疑いであった。このように

私は思います。国連決議によって、そしてま

た日米同盟ということも念頭に置いて、日本

が支持をした。あの段階での決断は間違って

いなかったと思います。 
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質問 いまの段階ではどうですか。 

 

安倍候補 いまの段階においても、あのとき

の決断は、そのときの合理的な理由があった

んだろうと、このように思います。そして、

日本はこれから未来に対して、しっかりとイ

ラクが民主的で自由な国として発展していく

ように、さらに復興支援に努力をしていかな

ければいけない。このように思っています。 

 

質問 谷垣さん、どうですか。 

 

谷垣候補 あの時点の問題としては、確かに

累次の国連決議等々に対して、十分な主張、

立証をイラクが尽くさなかったという問題点

はあったと思います。 

 しかし、今日、結果としてみると、大量破

壊兵器の存在も立証できなかったという点で、

大きな禍根が残っているというふうに私は思

っております。 

 したがって、今後、この問題はいろんな形

で議論になると思います。が、私どもは、や

はりあの地域が安定しませんと、大きく中東

の石油エネルギーに頼っているわけですから、

あの地域が安定するために、引き続き努力す

る必要はあると思います。 

 

質問 麻生さんはどうですか。 

 

麻生候補 基本的には１２年間の安保理決議

の無視という前提をまず忘れていただいては

困るということです。１４６が決議された結果、

日本はそれに従ったのであって、少なくとも

アメリカにいわれて行ったわけではありませ

ん。国連決議というものに基づいて我々は参

加し、イラクの人道復興支援のために参加を

しております。 

 結果として、いまイラクの中においては、

テロが行われる中、開かれた選挙をやり、そ

の前に憲法改正をやり、それによってきちん

とした議員を選んだというのは事実です。そ

ういったところから考えますと、私どもはい

ま、あそこに一つのものができあがりつつあ

るということに対して、積極的に支援をして

いくという立場です。少なくともかつて約１

兆５，０００億円、いまの円で換算すればです

が、あのときそれだけしながら、ただの一つ

も感謝されなかったのに比べて、今回、バグ

ダッドに行きましたけれども、少なくとも内

務大臣、財務大臣、外務大臣、いずれも心か

らなる感謝を日本に対して示しています。 

 

質問 日本の政策判断ではなくて、ブッシュ

政権の現在の中東政策に対する判断をおたず

ねしているんです。 

 

麻生候補 ブッシュ政権の中東政策に対する

批判ですか。他国の政権の批判を、一国の外

務大臣に問うておられるわけでしょうか。 

 

質問 それは、しかし……。 

 

麻生候補 候補者に聞いておられる？外務大

臣と候補者と大分立場が違いますので。 

 少なくともいま、ブッシュ政権の中におい

て政策の間違いがあったとするならば、戦争

が終わった後の統治政策、占領政策について

は、かなり詰めの甘さがあったというような

ことは批判されてしかるべきところだと存じ

ます。 

 

質問 それでは、経済についておたずねしま

す。この総裁選で、国民の関心が一番高いの

は、どの調査をみても年金、福祉、その他、

地域の活性化を含めて経済分野なんです。け

れども、残念ながら、谷垣さんを除きまして、

この経済分野についての公約というか、政策

が具体性に欠けるという批判が大変多くあり

ます。 

 第１部の議論の中でもそういうお話を少し

ずつ小出しにされているような印象は持つん

ですが、安倍さんにうかがいます。 

 いまの少子化の状態、人口減少という状態

を続けますと、さきに決めました年金の改革

の前提が崩れます。これのシナリオよりもは

るか下を、出生率が動いておりますので、こ

れでは、この間決めたばかりの改革も破綻す

るのは目にみえているというのが、国民の不

安だと思うんです。それに対して、国民は今

回の総裁選で、何らかの具体的な、もう一回

の改革方向が出るのかなと期待していたと思

うんです。が、いまのところお二方はお出し

になっておりません。 

 安倍さんは、さあ、総理におなりになった
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場合、いつごろからこの改革が必要になると

考えているのか、議論を始めるのは来年秋で

十分なのか。その辺をお答えいただけますか。 

 

安倍候補 改革ですぐに取り組まなければい

けないのは、共済年金、公務員の年金と厚生

年金の統合。いわば公務員が割増しになって

いる、この不公平をなくしていくということ

だと思います。 

 では年金の何が破綻なのか。ある意味では

かなり無責任な不安が振りまかれているとい

うふうに思う、ということをはっきりと申し

あげておきたいと思います。年金というのは

給付と負担しかないんです。負担があって初

めて給付できます。そして、少子化によって

支え手が変わっていけば、それは負担をふや

してもらって、給付を減らしていくしかない。 

 では、前回のこの改革は何であったといえ

ば、マクロ経済スライドを入れて、労働力人

口と平均寿命の指数を入れて、自動的に給付

と負担に影響を与えていくということにいた

しました。そして、そこで５０％の代替率を持

って決めますよ、給付において、そして１８．

３という上限を置きますよ、これは負担にお

いて、ということにしました。 

 しかし、１．３９という、これは来年とかそ

ういうことではなくて、２０５０年に１．３９と

いう出生率の前提を置いているんですが、そ

れはどうやら厳しい状況です。では、厳しい

と制度が破綻するのかということです。破綻

というのは、つまり年金が一銭も払えません

よということですね。それは全くの誤りです。

例えば出生率１．１。皆さん、おそらく１．１

になったら、もうだめだろうと思っておられ

ると思います。が、１．１になっても、４６％

の代替率を確保できます。しかし、５０％とい

う約束は破ることになる。 

 だから、５０％という約束を守るためには、

我々、しっかりと少子化対策をやっていく必

要があると思います。それはしっかりとやっ

ていく。 

 代替率が５０％から４６％になるかもしれな

いということをいまから考えて、いまの制度

を全く変える必要があるのかどうかというこ

とだと思います。 

 少しわかりにくいんじゃないかということ

は一つの問題だと思います。ですから、いま

まで一体いくら払っているのか。どれぐらい

の期間払っているのか。将来いくらもらえる

のか。これはポイント制度ということでやっ

ていくということになっています。が、もっ

ともっとわかりやすい親切な仕組みにして、

より早くこの制度をスタートさせていきたい

と思っています 

 より親切な対応、より親切な制度にしてい

くためにも、いまの社会保険庁で果たして本

当にいいのだろうか。 

 また、改革案を出していますが、さらにこ

れをもう一度見直しをしていく必要がある。

私はこう思っています。直ちに臨時国会にお

いて、いまの社会保険庁の改革案をもう一度

党で見直しをして、出し直すということも考

えなければいけないと思っています。 

 

質問 そのわかりやすい改革、もうちょっと

改革の中身をわかりやすくするというのは、

いつごろまでにやるお考えですか。 

 

安倍候補 ポイント制度ということについて

２００８年ということになっているんですが、

もう一年前倒しできるかどうかということを

検討させたい。また中身についても、ただの

ポイントではわかりにくいですから、これを

やはり金額に置きかえることができるかどう

かということだと思います。持続可能である

ためには、まず信頼がなければならない、こ

のように思います。 

 ですから、ただ単に抜本的な改革をすれば、

例えば給付がふえたり負担が減る、こういう

間違った幻想を振りまくべきではないんだろ

うと思うんですね。年金については、冷静な、

多少緻密な議論が必要だろうと思います。 

 

質問 その場合、一応政府が決めている基礎

年金の国庫負担の０９年度までの引き上げ、

これは当初方針どおりに進めるのだと思うん

ですが、その場合の財源２兆５，０００億強で

すけれども、これについては、いまどういう

お考えなんでしょうか。 

 

安倍候補 基本的には、その段階において、

消費税を含めて、税でこれは賄わなければな

らない。そう思っています。この額を含めて、

消費税を引き上げることも含め、税の抜本的

な改革をその際に行うべきだろうと思います。 
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質問 その消費税なんですけれども、谷垣さ

んはずうっと一貫して消費税の１０％を唱え

られている。その勇気は非常に敬意に値する

んですけれども、歳出削減と消費税の引き上

げの組み合わせで考えるしかないんですね。

国民に向かって、安心した社会を確立するに

は、どういう道筋があるのか、具体的にいく

つか示す必要があると思う。歳出削減か消費

税かの二者択一では当然すまない話です。そ

このところ、もう少しわかりやすく、いろん

な道、そして国民はどちらをとりますかとい

う形の呼びかけというものを、もっとわかり

やすくする必要があるんではないか。そんな

気がするんですけれども、どうですか。 

 

谷垣候補 これは小泉内閣でやってきた作業

ですね。歳出歳入一体改革、これを骨太の方

針で示しました。それから、さらに行革法等々

で特別会計の改革とか、あるいはそういう中

でどう財政再建に寄与できるかというように、

いろんなものを入れました。それと組み合わ

せて、まだ歳出削減、要調整額、７割から９

割をやっても、歳出削減だけでいくわけでは

ありませんから、やはり税が必要だ、と。 

 こういう組み立てをしてお示ししてあるわ

けですが、この税のところの具体的なプロセ

スをどうしていくか、歳入のプロセスをどう

していくかというところが、まだ議論が道半

ばになっているんだと思います。 

 

質問 骨太の方針では当然のことながら、来

年度予算についても歳出の削減というのは出

しています。ところが、８月末にまとまった

各省庁の概算要求で出てきた数字をみますと、

プラスの方向へ向いています。国交省の公共

事業関係費に至っては、１８％増です。早くも、

政府というか、役所の方がポスト小泉に行っ

てしまったのかなという感じです。歳出がふ

える数字が目白押しなんですが、これをどう

やって抑えていくお考えなのか、安倍さん、

いかがですか。 

 

安倍候補 私は１８年度の国債発行額を下回

る額にしていきたいと思っております。それ

ははっきりと申しあげておきたい。そして、

確実にプライマリーバランスを改善させる方

向に予算を組んでいきたい。こう思っていま

す。 

質問 安倍さんばかりで恐縮なんですけれど

も、このところ遊説などでの安倍さんの説明

が経済の方向に急速にシフトしておりますの

で、あえてうかがいます。 

 地方財政の問題にちょっと触れたいと思う

んです。地域間格差ということ、これを是正

しなければいけないというのは、確かに次の

政権の課題だと思います。が、安倍さんのこ

のところのお話を聞いていますと、確かに非

常に耳当たりはいいんですけれども、下手を

すると、地方交付税の見直しについても、消

費税の地方への配分の仕方についても、地方

が過度に期待して、国頼みをまた復活させて

しまう。いいかえると、言葉はちょっと悪い

んですが、ばらまき風に受け取られはしない

かという懸念があるんですが、どういう歯ど

めをおかけになるつもりですか。 

 

安倍候補 地方に対して過度のサービスをし

ているのではなくて、いまの税源の配分は国

６、地方４なんですが、実際の仕事は逆にな

っている。やっぱり１対１にしていく方向を

考える必要があると思います。そして、権限

を与え、さらに権限と同時に責任も与えてい

くということも考えなければならない。 

 例えば地方の法人税と中央の法人税につい

て偏りがあるのも事実だろうと思います。東

京は、全国のＧＤＰ比では１７％でありますが、

法人税関係では４２％が東京に集中をしてい

る。これは本社のほとんどが東京にあるからで

す。これで本当にいいと思っている人は、おそ

らくここにもおられないだろうと思います。 

 であるならば、この税と地方消費税をバー

ターにするという考え方もあります。これを

取り上げてみんなにまくというのは、私はそ

れはいいとは思いません。こことこの税では、

いま国税でも取っているところとの交換とい

うことも考えていく、ということもできるん

だろうと思います。 

 さらに交付税を出していくにあたって、例

えばこんなことを考えていいのではないだろ

うか。何かちゃんとプランを持って、未来に

向かってちゃんとプランをもって実施してい

こうという、そういう点を評価をするという

ところもあってもいいんですね。例えば自分

の地域では、人口をふやしたり、若い人は無

理かもしれないけれども、とりあえずは定年

退職をした人たちを集めるというようなプラ
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ンを持っています。あるいはまた海外からの

工場誘致も含めた投資をふやしていく、こう

いうプランを持っています、ということに対

しては、しっかりと交付税で算定をしていく。

そういうプログラムも考えてもいいのではな

いか。このように思っています。 

 つまり、ばらまき型にはならないと思いま

すが、是正すべき点は是正しながら、地域が

やる気を持てば、しっかりとそのやる気が報

われる。そういう施策を考えていきたいと思

っています。 

 

質問 経済と社会保障について、麻生さん、

安倍さんは、もっともっと日本は成長できる

んだ、それに期待すればいいんだ、こういう

ことのようです。安倍さんはイノベーション、

必ずしも具体的であると思わないけれども。

それから麻生さんは、ＩＴ活性化ということ

を延べていますが、より具体的に国として何

に一番力を入れなければいけないと考えるか。

麻生さん。 

 

麻生候補 あれは政調会長のときだったと記

憶していますが、あのときに、ＩＴ産業は韓

国に遅れること３年といわれた。 

 それが、いま韓国の情報通信大臣をして、日

本に遅れること３年といわしめるまでになっ

た。ブロードバンド世界最速、世界最低料金、

普及率等々、明らかに韓国を上回るまでになっ

た。そのとき政策に金をつけたかといえば、予

算はほとんどついていません。基本的には、規

制を緩和しただけです。５万４１００本の法律

をたった１本の通促法で変えた。その結果と

してあれだけのものができ上がった。政府は

方向を明確にしてやればいい。 

 政府は、経済成長を名目で――実質じゃあ

りません。名目成長率で２～３％伸ばしてい

く。２％台が正確だと私は思います。数年間、

その方向がはっきりしたら、経営者はその方

向で投資を開始する。 

 いまは金利がゼロ近くでも、設備投資をし

ない。そこをどうしてやるかが経済政策で抜

けているところだと思う。 

 

安倍候補 情報通信ネットワークについてい

えば、麻生大臣がおっしゃったように、世界

で最速、低廉のネットワークをつくった。し

かし、ネットワークをつくることが目的では

ない。蒸気機関は蒸気機関のみで富は生み出

しません。蒸気機関を活用することによって

産業革命が起こり、富を生み出した。 

 ですから、まだまだこの情報通信分野、Ｉ

Ｔ分野は可能性を秘めていると思います。あ

る金型メーカーは、情報通信技術を入れるこ

とによって、４５日間かかっていた電話の工

程を４５時間に短縮して、世界最高水準のメ

ーカーになりました。これは画期的なものす

ごい生産性の向上です。 

 また、テレワークを可能にします。女性が、

例えば子育てをしながら自宅でも仕事ができ

る。高齢者もそうです。そうすると、人材を

どんどん活用することができます。効率化を

はかっていくことができる。この分野への投

資は先ほど申しあげましたように、実は世界

でも日本は水準が低いのです。 

 水準を上げていくための方法は何か。それ

は税制において投資を促していくということ

もあるでしょう。そしてまた、まだ規制がか

かっている分野があるのであれば、もっとも

っと規制を外していかなければいけない。 

 ですから、この分野にしっかりと投資がさ

れることが大事です。もちろんＩＴ分野だけ

ではなくて、ナノテクノロジー、バイオテクノ

ロジー、いろいろな新しい分野がたくさんあ

ると思います。製造業だけではなくて、金融

等のサービス業においても画期的な新しい取

組み、ビジネスモデルというのもあるんです。 

 そういう中において、もっともっと新しい

イノベーションが起こっていくように国が先

導していく必要がある。こう思います。 

 

質問 この総裁選が終われば、新しい総理大

臣となって、早速人事に着手しなければいけ

ない。公平に三人の方にそれをお聞きしたら

いいんですけれども、時間の関係があります

ので、安倍さんに。 

 かねて官邸主導でやらなければいけない、

こういうぐあいにおっしゃっています。小泉

さんは、大臣は自分で決めた。しかし、それ

以外は丸投げというか、それは党だったりし

た。安倍さんが総理大臣になれば、大臣、副

大臣、それから補佐官、政務官、いろいろス

タッフがおりますけれども、全部自分で決め

てやるんだ、こういうことなんですか。 
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安倍候補 私が決めるのは大臣、補佐官は全

部決めます。しかし、すべての国会議員を私

は知りませんから、それはやはり党において、

副大臣、政務官というのは、党において公平

な人事を行うべきなんだろうと思います。そ

のために、幹事長、幹事長代理時代にデータ

ベースをつくりました。派閥から推薦される

のではなくて、総合的にみて、データベース

の中で、この人はここに適任ですねという人

事をしましょうということになって、実際、

そういう人事の方向に変わってきました。 

 大臣との相性もありますから、大臣にもう

かがいますよ。そして大臣、副大臣、政務官

というチームが、いわゆるポリティカルアポ

インティーが入っていますが、このチームが

いつもしっかりと意思疎通をしてもらう。 

 ですから、例えば１週間にきっちり１回は、

しっかりとポリティカルアポインティーレベ

ルで大臣を中心に議論をして、つまり、同じ

意思を持って、役所と一緒に政策を実行して

いく。つまりチーム性を高めていく努力は、

私が何も全員を決めなくても、これは運用に

おいて十分に有効に進んでいく。このように

思います。 

 

質問 先ほど麻生さんは当面の課題は、小沢

さんの民主党と戦うことだとおっしゃったわ

けですけれども、小沢代表評を、皆さん、一

言ずつ。届け出の日の共同会見では、皆さん

は小泉さんのことを酷薄であるとか、どす黒

いまでの孤独だとか、非常にスナップのきいた

ことをおっしゃっているんですけれども、小沢

一郎さんとは何であるかということを一言ず

つお聞きしたい。安倍さん、いかがですか。 

 

安倍候補 小沢さんというのは、いわば旧田

中派全盛時代の人だなという印象です。それ

以上の印象はありません。自民党幹事長とし

て都知事選で磯村さんを出して負けた人だな、

という印象ですね。 

 

谷垣候補 かつて小沢さんが主張しておられ

たことは、大体小泉内閣のときにやっちゃっ

たという感じを私は持っております。 

 選挙に関しては、一人区がねらい目だとお

っしゃっていますけれども、これはやっぱり

議論の幅を広げるということによって十分乗

り越えられると思っております。 

麻生候補 ご本人は大久保利通を目指してお

られるといわれるようですが、資質は西郷隆

盛の方じゃないでしょうか。 

 

質問 それは、途中で敗れていくということ

ですか。 

 

麻生候補 解体屋として優秀だけれども、建

築屋として優秀でしょうか、そういうぐあい

にとっていただいても結構です。 

 

質問 その小沢さんとの決戦の来年の参議院

選挙、その前に補欠選挙があるわけですけれ

ども、来年の参議院選挙で自公が過半数を取

らなければ、この政権はつぶれるわけです。

そういう意味では、参議院選の候補者は、自

民党にとっては、新しい総裁にとっては、こ

れは死活的な問題になるわけですね。 

 ところが、どうも総裁と参議院の執行部の

関係をみていますと、いままでずうっと参議

院執行部はアンタッチャブルな存在である。

候補者に対しても、一たん決めたものは手を

つけられない。そういう状況だったと思うん

ですね。自分の死活的な問題であるにもかか

わらず自分で決められないというのはおかし

いではないか、という声もある。 

 自分が総裁になれば、参議院選挙の候補者

をあえて差しかえてでも勝てるような候補者

にするとか、そういうぐあいにみずから主導

してやるのかどうか。これは参議院との関係

で非常に大事なことになると思うので、今度

は麻生さんから順に……。 

 

麻生候補 どなたが総裁になられても、必ず

勝てる候補者を選定するように、いろいろな

意味で調整をされる。それははっきりしてい

ると思います。 

 

谷垣候補 やっぱり選挙は候補者ですから、

それともう一つ、そうはいってもそれぞれの

地域で十分なじめないような人を出しても、

なかなか地域も燃えません。そのあたりの調

整はしっかりしなきゃいけないと思います。 

 

安倍候補 総裁も幹事長も自民党全体の総裁

であり幹事長であろうと、このように思いま

す。来年の参議院に勝つために、候補者は大
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切ですから、当然もう一度見直しをして決定

しなければいけない。こう思っています。 

 

質問 それは相当あつれきも覚悟しつつやら

ないと、なかなか難しいでしょう。 

 

安倍候補 当然、総裁というのは最終的な責

任を持っていますから、当然その中でしっか

りと判断をして決定をしていく。こういうこ

とですね。で、総裁が判断したことについて

は従っていただかなければならない。こう思

っています。国民の皆さまの前でわかりやす

く決めていく。わかりやすく決めていくとこ

ろで、小沢さんというのは古い永田町の代表

選手なんだろうと思うんですね。時代が変わ

ったことを示していきたいと思います。 

 

質問 その点でおたずねしたいんですけれど

も、去年のちょうどきょうでしたか、解散総

選挙が行われました。郵政民営化で反対した、

あるいは造反した議員たちは党を追われてい

ます。参議院選挙での集票力を期待している

のではないかといわれていますが、復党問題

が出ています。 

 お三方とも復党に前向きのようなお考えを

述べておられるようです。しかし、去年の総

選挙の際は、いま安倍さんは国民にわかりや

すくとおっしゃいましたが、国民にわかりや

すくするために彼らを切った。しかし、その

方々の復党を認めるというのは、そういった

有権者に対する背信になるのではないでしょ

うか。 

 

安倍候補 ここははっきりと申しあげておき

たいと思います。わかりやすいとはどうかと

いうことなんです。昨年は、郵政の民営化是

か否かをわかりやすくしたんです。ですから、

反対の人を自由民主党の公認にしていたので

は、これはわかりにくいですね。賛成派がい

ない選挙区をつくってはいけない。国民に選

択肢を与えようと。これが最大、ある意味で

は唯一の争点であったわけであります。それ

を争点化したということであります。その結

果は、明々白々になって、法案は通りました。 

 しかし、この法律をまた廃止をしてもとに

戻すという人は、これは当然、まだ決着がつ

いていないということですから、自民党に帰

ってくることはできないということは、これ

は明らかであります。 

 しかし、今後、新しい国づくりをしていこ

うということについて、むしろ、例えば私が

総裁になって、私とほとんど同じ考えを持っ

ているという人が野党にいるということの方

が、むしろ国民にとってわかりにくいのでは

ないでしょうか。 

 

谷垣候補 これから進んでいく自民党の方向

と全く違う考えを持っていたら、それは一緒

にできないのは明らかだと思います。 

 ただ、私は、何かぶっ壊していくときは、

的を絞って、場合によっては反対する人を切

り捨ててまでやる必要があったが、いまは、

またちょっとフェーズが違うと思うんです。

できるだけ多くの国民の声を取り入れる。自

民党と同じ考えを持っておられるんだったら、

一緒にやるというのは当然じゃないかと思い

ます。 

 

麻生候補 基本的には、かつて自由民主党が

政権与党のときに離党して別の方に出ていっ

た方はともかく、自民党が野党になってから

相手の与党側に出ていかれて、自民党が与党

になったからまたいつとはなしに戻ってきて

おられる、というような状況がある中で、少

なくともたった一つの法案に反対して、先ほ

ど、安倍候補がいわれたと同じような理屈で

きちんとされて以来１年がたっていますから、

その支部ごとでいろいろ状況は違うと思いま

すが、その支部の状況がぜひ戻すべきだとい

うのであれば、それは戻す方がよっぽど常識

的な話だ、私はそう思います。 

 

質問 時間になりましたので、最後に、去年

の１１月に自民党は２９６取りました。これは

小泉首相、小泉総裁のもとで取った２９６です

ね。今度、３人の方がどなたが総裁・総理に

なっても、それは小泉さんの遺産でこれから

やっていくことになる。あと３年やれるわけ

ですけれども。しかし、これは憲政の常道と

して、きちんと自分の力で、小泉さんに信任

された２９６じゃなくて、自分が信任されてこ

そ初めて、それは政権の正統性も得られるだ

ろう。ということを考えたときに、これは総

理・総裁に選ばれた後、速やかに解散をして

国民の信を問う。そういう気持ちがないのか



26 

どうか。これはいかがでしょうか。安倍さん

から。 

 

安倍候補 かなり気の早い議論だと思ってい

るんです。まず政策を表明します、私は基本

的な考え方を表明しました。そして、所信表

明を述べて、そして、その政策を実行して、

それをまず国民の皆さまに評価をしていただ

いたうえで、私は国民の皆さまの信を問うと

いうのが基本ではないかと思います。 

 しかし、政治は生き物ですから、解散権は

総理にある……。 

 

質問 評価されるまでどのぐらいかかるとい

うお考えですか。 

 

安倍候補 いまの国会議員の皆さまも、基本

的には４年の任期が与えられています。その

中で総理が判断をすることだろうと思います。 

 

谷垣候補 私は、憲法上の任期は４年間です

から、その中で最善の時期を選べばいいと思

っています。 

 

麻生候補 常識的にはそうだと思いますが、

いまあまり常識的なことをいうと３人一緒に

なっちゃうじゃねえかといわれるとあれなん

ですが、基本的には議会制民主主義をやって

おりますので、いまの状況の中で、自由民主

党の政権、政策が最もいい政策だと皆信じて

我々はやっております。 

 したがって、その政策を実行していくため

には、過半数というものを持っていないと、

いわゆる政策を実行に移すことはできません。

自分の信を問うためだけにやってみたら過半

数を割って、政策が実行できなかったという

のでは、それこそ元も子もない話になります。

そういう愚かな選択は、なかなか普通の方は

されないんだと思います。こういうときに乗

せられて、うかつな返事をしちゃいかんなあ、

というぐらいの知恵ぐらいは皆そこそこつい

ているとご理解いただければと思います。 

 

総合司会 ありがとうございました。これで

討論会を終わります。 

 最後に、皆さんの揮ごうをご紹介します。 

 安倍さんは「不動心」とお書きになりまし

た。谷垣さんは「絆」、麻生さんは「志高身低」

ということでございました。 

 それでは、お三方へのお礼に滝鼻理事長か

らクラブタイを贈らせていただきます。 

 

滝鼻理事長 ３種類の色のネクタイからお一

人ずつ選んでいただきました。安倍さんは「美

しい国」を象徴する赤、谷垣さんは人と人の

結びつき、縄をなうごとくストライプ、麻生

さんは日本の成長を象徴するブルーを選んで

いただきました。 

 

自民党総裁選挙 

 ２００６年９月８日告示９月２０日投開票 

投票結果 

 安倍晋三候補 ４６４票 
    （議員票２６７、党員算定票１９７） 

 麻生太郎候補 １３６票 
    （議員票６９、党員算定票６７） 

 谷垣禎一候補 １０２票 
    （議員票６６、党員算定票３６） 

文責・編集部 


